
皮膚科皮膚科皮膚科皮膚科プログラムプログラムプログラムプログラム    

【【【【研修目標研修目標研修目標研修目標・・・・到達目標到達目標到達目標到達目標】】】】    

卒後３年目以降の皮膚科臨床研修プログラムを通して、多岐に亘る皮膚疾患の診断と治療、皮膚

科特殊検査、皮膚病理、皮膚外科を学び、皮膚科専門医資格取得を目標に幅広い専門性を有する皮

膚科医の育成を目指しています。 

 

【【【【レジデントレジデントレジデントレジデント（（（（卒後卒後卒後卒後３３３３年目年目年目年目））））カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム】】】】        

２年間の初期臨床研修を経て医学一般の基礎知識を有することを前提とし、日本皮膚科学会専門

医研修内容に従って研修を行います。（１）外科的治療等を含め独立して専門的な皮膚科診療を行

えること、（２）重症疾患、稀少疾患、他科との関連領域において速やかに適切な判断の下診断、

治療に当たること、（３）患者に対して十分な理解が得られるような説明能力を有し、良好な信頼

関係を築く能力を有すること、以上の３項目を達成できるよう研鑽を重ねて頂きます。研修内容は

形成外科的手術手技を含め皮膚科全般で、項目の詳細は日本皮膚科学会のホームページ 

<http://www.dermatol.or.jp/>の「専門医制度」を参照して下さい。 

    

【【【【卒後卒後卒後卒後３３３３年目年目年目年目のののの他部署研修他部署研修他部署研修他部署研修についてについてについてについて】】】】    

    総合診療能力のスキルアップのため、リウマチ・膠原病内科、感染制御部のいずれかで、希望に

より３ヶ月間研修を行うことができます。    

    

【【【【レジデントレジデントレジデントレジデント（（（（卒後卒後卒後卒後４４４４～～～～５５５５年目年目年目年目））））カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム】】】】    

皮膚科外来診療を担当するとともに、一般的な皮膚科では対応の困難な難治症例について、現代

の皮膚科学に基づいた高度な診断・治療技術を駆使し、適切な診療を実施できることを目標に研鑽

を積んで頂きます。この研修期間の中で、皮膚科専門医として相応しい皮膚科学の知識と臨床技能

を修得できるよう、自ら積極的に努力する事が必要です。卒後４〜５年目では他施設（明和病院な

ど）での研修も可能です。  

 

【【【【カンファレンス・カンファレンス・カンファレンス・カンファレンス・症例検討会症例検討会症例検討会症例検討会・・・・回診回診回診回診】】】】    

毎週  火曜日     午後１時３０分～ 入院カンファレンス及び回診 

毎週  火曜日     午後４時３０分～ 術前カンファレンス 

毎週  金曜日     午後５時００分～ 臨床・組織カンファレンス  

 

【【【【そのそのそのその他他他他】 】 】 】     

皮膚科専門医制度皮膚科専門医制度皮膚科専門医制度皮膚科専門医制度についてについてについてについて        

皮膚科専門医の資格を得るためには日本皮膚科学会に入会し正会員として日本皮膚科学会の指

定を受けた研修施設において皮膚科専門医研修を５年間受けることが必要です。正会員として

臨床研修を２年間終了した場合は、必要な皮膚科専門医研修期間は３年あるいはそれ以上とな

ります。その間に、認定前研修実績（前実績）として講習受講、学会発表、原著論文発表によ

り、定められた単位数（計１５０単位）を取得し、その上で専門医認定試験を受け合格者に専

門医の認定書が交付されます。皮膚科学大学院在籍中の期間は研修期間として認められます。

他の科目の大学院に在籍する場合、あるいは皮膚科学の留学期間中は２年以内を研修期間とし

て認められます。大学以外の非研修機関でのフルタイムの皮膚科勤務期間は１年間を研修期間

として認められますが、それ以降はその１/２の期間が研修期間となります。専門医には期限が



あり、認定後５年経つと資格を喪失します。従って、専門医継続のためには認定後研修実績（後

実績）として学会活動等により所定の単位を取得する必要があります。また、２０１７年度か

ら第三者機関による専門医認定制度が開始されるため、日本皮膚科学会では皮膚科専門医研修

カリキュラムの見直しと専門医研修プログラムの策定を予定しており上記の内容は変更される

可能性があります。 

 

大学院生大学院生大学院生大学院生のののの研修研修研修研修についてについてについてについて    

初期臨床研修を終了し、卒後３年目以降に大学院に進学する場合、皮膚科学会の専門医研修プ

ログラムに従い、研修指導はレジデントに準じて実施します。院内では臨床研究の一環として、

ラボワークに差し支えのない範囲で外来、病棟における診療に携わって頂きます。 

 

関連学会関連学会関連学会関連学会    

日本皮膚科学会 <http://www.dermatol.or.jp/> 

日本皮膚科学会大阪地方会 < http://derma.med.osaka-u.ac.jp/hifu/hifu.html> 

日本皮膚科学会中部支部  

兵庫県皮膚科医会 

日本臨床皮膚科医会 < http://www.jocd.org/> 

日本研究皮膚科学会 < http://www.jsid.org/> 

American Academy of Dermatology < http://www.aad.org/> 

Society for Investigative Dermatology < http://www.sidnet.org/> 

 

【【【【関連病院関連病院関連病院関連病院】】】】（下線病院は卒後３年目以降の臨床研修として派遣実績のある病院です。） 

   明和病院、市立伊丹病院、済生会吹田病院 

 

【【【【指導医指導医指導医指導医】】】】    

 兵庫医科大学病院皮膚科 

  主任教授（診療部長）       日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 山西 清文（指導責任者） 

  准教授              日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 夏秋 優  

  講師                              伊藤  孝明 

  講師（医局長 外来医長）    日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 今井康友   

講師（病棟医長）        日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 中川 登 

  助教              日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 山本 雅章 

 助教              日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 羽田 孝司 

明和病院皮膚科 

  部長              日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 黒川 一郎 

市立伊丹病院皮膚科 

  部長              日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 南 祥一郎 

済生会吹田病院 

  部長              日本皮膚科学会認定皮膚科専門医 北川 恵子 

 

【【【【研修統括者研修統括者研修統括者研修統括者】】】】    

        講師：中川 登  

 



【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】        

（医局長）今井康友 兵庫医科大学皮膚科学教室 

TEL：0798-45-6653  E-mail:hifu@hyo-med.ac.jp 

 


